
 

学年 教科名 科目名 単位数 対象コース 

高校１年 美術 高校美術 1 ２ 全コース共通 

教科書・副教材 高校美術 日本文教出版 

 

科目の目標 

描写における基本的な技術と、その応用展開での課題作成で、表現技術の質と幅を体得学習する。 

また「色彩理論」を主軸に、色の調合、理解と応用、さらには転用活用出来ることを目標とする。 

実素材での課題作成を通して、自由な表現に理論造詣の深さを加味した表現へと展開する。 

 

 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

各課題の制作における、技法、加

工技術等の習得 

アイデア、表現工夫、課題の仕上

げ、仕上がり具合。 

 

下書きアイデアプリント、板書ノ

ートプリント提出 

道具の扱い方、後片付け、作業姿

勢。 

 

評価の方法 

制作課題の完成（未完成の過程含

む）、提出 

 

 

制作課題の完成（未完成の過程含

む）、提出 

 

 

アイデアプリント、制作に関する

自己分析コメント、 

授業に取り組む姿勢 

 

 

 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

人物写真（コピー）から、「スクラッチ技法」を用いて手業による 

「リアル」な表現展開 

１８ 制作課題の完成、提出 

制作に関する自己分析コメン

ト、演習プリント 

授業に取り組む態度 

  

  

  

  

  

  

  

  

２ 

学 

期 

イニシャルを用いた色面構成 １２ 制作課題の完成、提出 

制作コメント 

授業に取り組む態度 

スタンプ技法による「使える」ショッピングバッグ制作 １４ 

  

  

  

  

  

  

  

３ 

学 

期 

刻字＝文字を彫刻する １０ 制作課題の完成、提出 

下描きアイデアプリント 

授業態度 

   

  

  



  

 


